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今 号 の 表 紙 
　今号の表紙は、足利みらい応援大使の
堀優衣さんです。歌手として大活躍されて
いる堀優衣さんと「足利市」をテーマに
対談を行いました。　

SPECIAL
INTERVIEW
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堀   優 衣 さん　　

　　　足 利 市 議 会



特集
Special 
Feature 

現
在
歌
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
、足
利
み
ら
い
応
援
大
使
と
し
て
も
活
動
さ
れ
て
い
る
堀
優
衣
さ
ん
。

仕
事
に
対
す
る
や
り
が
い
の
ほ
か
、足
利
市
や
選
挙
に
対
す
る
思
い
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の「
足
利
市
」に
つ
い
て
語
り
合
う

堀 

優
衣
さ
ん×

足
利
市
議
会

-----

堀
さ
ん
は
、
歌
手
と
し
て
の

活
動
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
か
？

堀
さ
ん
　
　
フ
ァ
ン
の
方
や
地
元

の
方
な
ど
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
方
か
ら
、
「
優
衣
ち
ゃ
ん

の
歌
を
聞
い
て
希
望
が
持
て
た
」

「
も
っ
と
頑
張
ら
な
き
ゃ
と
い
う

気
持
ち
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想

や
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
と
き

に
、
す
ご
く
や
り
が
い
を
感
じ
る

と
同
時
に
、
う
れ
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。

-----

令
和
５
年
か
ら
足
利
み
ら
い

応
援
大
使
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
堀
さ
ん
に
と
っ
て
、
足
利
市
と

は
何
で
す
か
？

堀
さ
ん
　
　
と
て
も
温
か
い
ふ
る

さ
と
で
す
ね
。
足
利
市
に
帰
っ
た

際
に
は
、
温
か
い
声
を
か
け
て
も

ら
え
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
ふ

る
さ
と
で
歌
う
と
「
こ
の
ま
ち
で

育
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
」
と
感
じ

ま
す
。
ま
た
、
渡
良
瀬
橋
か
ら
見

た
夕
日
の
景
観
が
と
て
も
き
れ
い

で
、
足
利
市
の
好
き
な
と
こ
ろ
の

一
つ
で
す
。

-----

ふ
る
さ
と
で
あ
る
足
利
市
の

こ
れ
か
ら
に
、
何
か
期
待
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

堀
さ
ん
　
　
た
く
さ
ん
の
方
に
来

て
も
ら
え
る
よ
う
な
ま
ち
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
東
京
か

ら
の
良
好
な
ア
ク
セ
ス
に
加
え
、

史
跡
足
利
学
校
や
鑁
阿
寺
が
あ
る

な
ど
、
歴
史
の
ま
ち
で
あ
る
ほ

か
、
世
界
的
に
有
名
な
あ
し
か
が

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
が
あ
る
と
い
っ

た
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
観

光
地
の
一
つ
と
し
て
選
ん
で
も
ら

え
る
と
嬉
し
い
で
す
。

-----

こ
れ
ま
で
選
挙
に
つ
い
て
ご

自
身
の
S
N
S
を
通
し
て
多
く
の

情
報
発
信
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
投
票
し
て
み
て
ど
の
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
か
？

堀
さ
ん
　
　
初
め
て
投
票
し
た
と

き
は
、
参
加
で
き
る
こ
と
に
ワ
ク

ワ
ク
感
が
あ
り
ま
し
た
。
選
挙
は

自
分
の
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

-----

最
後
に
、
し
ぎ
か
い
ひ
ろ
ば

を
読
ん
で
い
た
だ
い
た
と
の
こ
と

で
す
が
、
読
ん
で
み
て
ど
の
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
か
？

堀
さ
ん
　
　
議
会
と
聞
く
と
、
ど

う
し
て
も
距
離
を
感
じ
て
し
ま
い

が
ち
で
す
が
、
実
際
に
し
ぎ
か
い

ひ
ろ
ば
を
読
ん
で
み
て
、
議
員
さ

ん
の
考
え
や
市
議
会
の
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に

と
っ
て
、
市
議
会
に
つ
い
て
知
る

機
会
が
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
見
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

SPECIAL  INTERVIEW

足利みらい応援大使 堀 優衣さん

◀令和５年11月５日に
開催された第46回
足利尊氏公マラソン
大会では、素晴らし
い歌声を披露してい
ただきました。

▲令和５年４月９日に行わ
れた栃木県議会議員選
挙では、イメージキャラク
ターを務められました。

2000年生まれ。
栃木県足利市出身。
これまで数多くのテレビ番組や
ライブ、コンサートに出演。
現在、歌手として活動中。

PROFILE

夢
や
目
標
を
持
つ
こ
と
は

と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
、

諦
め
ず
に
全
力
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

堀
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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名
刀
山
姥
切
国
広
の
取
得

に
関
す
る
事
業
費
な
ど
、

歳
入
歳
出
予
算
に
８
億

４
０
０
０
万
円
を
追
加
す
る

補
正
予
算
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

足
利
市
児
童
館
（
足
利
市
に

し
こ
ど
も
館
及
び
足
利
市
八

幡
こ
ど
も
館
）
の
指
定
管
理

者
の
指
定
期
間
の
変
更
に
つ

い
て
審
議
を
行
い
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
72
号

令
和
５
年
度
足
利
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）に
つ
い
て

議
案
第
73
号

足
利
市
児
童
館（
足
利

市
に
し
こ
ど
も
館
及
び
足

利
市
八
幡
こ
ど
も
館
）の

指
定
管
理
者
の
指
定
の

変
更
に
つ
い
て

総
務
企
画
防
災

常
任
委
員
会

民
生
環
境
水
道

常
任
委
員
会

山
姥
切
国
広
に
関
し
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
１
億
２
０
０
０
万

円
が
集
ま
っ
た
が
、
１
億
円

を
取
得
費
用
に
充
て
、
約

２
０
０
０
万
円
を
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
手
数
料
と
し
て
支
払
う

こ
と
に
よ
り
、
維
持
管
理
費
に

充
て
ら
れ
な
く
な
る
の
で
は
な

い
か
。

八
幡
こ
ど
も
館
は

建
設
か
ら
51
年
が

経
過
し
、
新
耐
震
基
準
前

の
建
設
で
あ
る
た
め
、
老

朽
化
し
て
い
る
と
思
う
が
、

何
か
対
応
を
考
え
て
い
る

の
か
。

一
般
の
ふ
る
さ
と

納
税
な
ど
で
も
寄

附
を
募
集
し
て
い
る
。
総

計
１
億
６
３
０
０
万
円
が

集
ま
っ
て
お
り
、
維
持
管

理
費
に
つ
い
て
も
、
集
め

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

指
定
管
理
者
と
の
協

定
に
は
、
い
く
ら
以

上
は
ど
ち
ら
が
修
繕
す
る
と

い
っ
た
取
り
決
め
が
あ
る
。
今

後
、
あ
る
程
度
お
金
が
か
か
る

修
繕
も
発
生
し
て
く
る
と
予
想

さ
れ
る
た
め
、
必
要
な
部
分
は

市
で
対
応
し
な
が
ら
考
え
て
い

き
た
い
。

令和５年第５回定例会は11月29日から12月22日まで
の24日間開催しました。提出された議案など合わせて
16件について、慎重に審議しました。

Q

Q

A

A

PickUpPickUp  11

PickUpPickUp  22

会議結果 審議結果 議　案録画配信

市長から提出された議案等　13件

議員から提出された議案等 　3件

注目
議案 をを PICK UP!

あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

プ
ラ
ザ
内
の
プ
ラ
ザ
サ
ロ
ン

の
改
修
に
伴
い
、
使
用
料
の

改
定
等
所
要
の
規
定
を
整
備

す
る
た
め
の
条
例
改
正
に
つ

い
て
審
議
を
行
い
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

①
記
者
懇
談
会
の
実
施

報
道
機
関
を
通
じ
て
議
会
の
活

動
状
況
を
市
民
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
記
者
と
の
懇
談
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

②
行
政
視
察
の
受
け
入
れ

市
議
会
は
っ
ぴ
を
作
成
、
着
用

し
、
行
政
視
察
に
訪
れ
た
他
市

町
議
会
議
員
を
出
迎
え
る
な
ど
、

対
応
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

③
オ
ン
ラ
イ
ン
議
会
報
告
会
・

　
意
見
交
換
会
の
実
施

11
月
18
日
に
初
め
て
の
試
み
と

し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
子
育
て

環
境
や
子
育
て
の
悩
み
等
を
意

見
交
換
す
る
「
足
利
し
ぎ
か
い

サ
ロ
ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

④
中
学
校
出
張
ぎ
か
い
の
実
施

議
員
が
講
師
と
な
り
、
議
会
の

し
く
み
や
議
員
の
役
割
を
伝
え

る
「
出
前
授
業
」
を
市
内
中
学

校
の
３
年
生
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
令
和
５
年
度
か
ら
、「
議
会

を
知
ろ
う
！
～
中
学
校
出
張
ぎ

か
い
～
」
と
名
称
を
改
め
、
初

め
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

で
７
校
23
ク
ラ
ス
に
実
施
し
ま

し
た
。

議
案
第
75
号

足
利
市
民
プ
ラ
ザ
条
例

の
改
正
に
つ
い
て

主
な
調
査
報
告
に
つ
い
て

教
育
経
済
建
設

常
任
委
員
会

プ
ラ
ザ
サ
ロ
ン
１

号
室
、
２
号
室
の

使
用
料
に
今
回
新
た
に
全

日
の
区
分
を
設
け
る
趣
旨

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

文
化
芸
術
団
体
が

各
種
展
示
会
で
複

数
日
連
続
し
て
使
用
す
る
こ

と
が
多
く
、
か
ね
て
よ
り
全

日
の
区
分
を
設
け
て
欲
し
い

と
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い

た
た
め
、
今
回
の
プ
ラ
ザ
サ

ロ
ン
の
改
修
に
合
わ
せ
て
取

り
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。

QA PickUpPickUp  33

広
報
広
聴

常
任
委
員
会

こんな結果になりました！
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各議員がさまざまな視点からまちの課題
などに対する考えを聞く一般質問。
ここでは質問の内容をダイジェストで
お伝えします。二次元コードから録画配信
をご覧いただけます。

議員
　会派名 録画

配信　氏　名

質問 議員の質問

回答 市長などの回答

ひと言 質問に込めた思いなど

市政を問う一般質問を開催市政を問う一般質問を開催
市民の思いを胸に、12名が登壇市民の思いを胸に、12名が登壇

こんなことを聞きました！

あしかが自民党議員会

渡
わ た な べ

辺　　 悟
さとる

相田みつを氏生誕100年の
特別展開催を！

質
問

本市出身であり多くの作品を生み出した相
田みつを氏が、令和６年に生誕 100 年を迎
える。大変おめでたいものと考えているが、
この 100 年という節目に合わせて、本市で
展示会等を開催する考えはあるのか。

回
答

温かみのある書体と心に響く言葉で紡がれ
た相田みつを氏の作品は、多くの人々に愛
され続けている。相田氏の生誕 100 年の節
目に、生誕の地である本市において、作家
活動の顕彰や作品の価値を見つめ直すこと
は大変意義深いと考えており、関係団体と
連携を図り、実現に向けて検討していく。

ひ
と
言

市内に多く存在する相田氏の作品が市外に流出する
のを防ぐため、本市で永久保存を進めるべきです。

自民プラス

栗
く り

 原
は ら

　　 収
おさむ

令和６年度予算の
考え方について問う！

質
問

令和６年度予算編成の基本方針では、公共
施設の更新、実施計画事業への取組、少子
化対策、移住定住策、地域経済の活性化な
どの７つの具体的な方針を打ち出している
が、どのような事業の実施により目的を達
成するのか。

回
答

７つの基本方針の中でも、「こどもを中心と
した社会実現への取り組み」、「生産性の向
上を主眼とした自治体ＤＸへの取り組み」、

「持続可能な財政運営のための歳入確保」を
重要と考えており、そうした事業の実現を目
指していく。今後も市議会と建設的な議論を
交わし、よりよい予算になるよう努めたい。

ひ
と
言

人口減少や少子高齢化、厳しい財政状況の中
でも、将来に希望の持てる予算を創ります。

しぎかいひろば　No.37005



公明党議員会

糸
い と

 谷
や

　道
み ち

 代
よ

ＨＰＶワクチン接種の
積極的勧奨を！

質
問

令和４年度にＨＰＶワクチンの積極的勧奨が
再開された。合わせて同ワクチンの積極的勧
奨差し控えの影響を受け、接種最適年齢に接
種を受けられなかった世代に対してキャッチ
アップ接種が開始されたが、接種率を上げる
ため、今後どのような周知を行うのか。

回
答

本市では、接種していない全ての方に対し、
令和４年度から２年間通知を行い、接種を
勧奨してきた。令和６年度はキャッチアッ
プ接種の最終年度となるため、キャッチアッ
プ接種を完了していない方に勧奨通知を送
付する。また、新たに定期接種の対象とな
る小学校６年生等に通知を行う予定である。

ひ
と
言

子宮頸がんは防げるがんです。確実な情報提供により、
接種の可否を判断していただきたいと考えます。

公明党議員会

藤
ふ じ

本
も と

 秀
ひ で

樹
き

物価高騰から市民生活を守れ！

質
問

物価高対応重点支援地方創生臨時交付金が国
の予算に追加された。同交付金は地域の実情に
合わせて、きめ細やかな支援を行えるものであ
り、事業計画は各自治体に委ねられているが、
その活用をどのように決めていくのか。また、
本市独自の取り組みを行う考えはあるのか。

回
答

同交付金のうち、推奨事業メニュー分の活
用については、国の支援メニューに則した
対応が基本となる。物価高騰の影響を受け
た市民の負担軽減につながるよう、国や県
の動向を注視しながら、まずは低所得世帯
支援枠分の住民税非課税世帯に対する７万
円の早期給付に努めたい。

ひ
と
言

本市は推奨事業メニュー分として、２億 6,300 万円余が交
付されるとのことです。迅速かつ適切な支援を望みます。

織姫クラブ

小
こ

 沼
ぬ ま

　光
み つ

 代
よ

子どもたちに郷土愛と誇りを
持ってもらうために！

質
問

現在、本市ゆかりの名刀である山姥切国広の
取得に向けた縷

る る

縷プロジェクトが実施され
ている。この中で、山姥切国広を市民の郷土
愛と誇りの醸成、これからの未来を担う子ど
もたちの教育に役立てていきたいとしている
が、どのような方法で実現するのか。

回
答

私たちが目にすることのできる文化財や感
じることのできる文化の香りは、このまち
に住む人々の郷土愛と誇りの根底にあるも
のと考えており、令和６年度末に開催予定
の特別展では、市民に限定した無料観覧日
の設定や次代を担う子どもたちを対象とし
たギャラリートークなどを計画している。

ひ
と
言

郷土に愛着を持つことは、自分たちのまちをもっと
よくしたいという社会参加につながります。

自民プラス

末
す え

吉
よ し

 利
と し

啓
ひ ろ

夜景観光を着実に宿泊へ
つなげるために！

質
問

本市の観光振興における課題の一つに観光
客の宿泊率の低さがある。関係者や有識者
の力を借り、夜景観光を宿泊に結び付ける
ための調査・研究を行うとともに、夜景観
光がどの程度宿泊を誘導しているのか、現
状を把握する必要があると考えるがどうか。

回
答

夜景観光を宿泊客の増加につなげるために
は、現状を把握することが肝要と考えてい
る。例えば、足利灯り物語の来場者を対象
にアンケート調査を実施するなど、足利市
観光協会や宿泊施設と連携するとともに、
有識者からも助言をいただきながら取り組
んでいく。

ひ
と
言

観光客の滞在時間は延ばせているが、宿泊
への動機付けに課題があると考えます。
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会派を構成しない議員

三
み  た

田 研
け ん

三
ぞ う

納めた税金の使い道・生活に直結する問題を
自分たちで決めるための選挙です！

質
問

投票率が現状 40％を切ってしまった原因
はいろいろあると思われるが、今後どう
やって回復していくつもりか。行政面から
具体的対策を聞きたい。

回
答

市民に身近な地方選挙の投票率が低下傾向
にあることは大変重く受け止めている。現
在実施している若い世代へのダイレクト
メールや満 18 歳を迎えた新たな有権者へ
の誕生日カードの送付に加え、親子連れ投
票のＰＲ、高校への出前講座などの啓発事
業のさらなる充実に努めていく。

ひ
と
言

選挙の投票率は何十年も下がりっぱなしで
あり、議員の努力が求められています。

会派を構成しない議員

鳥
と り

井
い

 康
や す

子
こ

生活保護制度の申請時の
対応について問う！

質
問

生活保護を申請しようと窓口を訪れた市民に
対して、申請の意思を受け止めず、帰らせる
ケースがあると聞く。親族等に頼ることが難
しいケースや、働いているが生活の維持が難
しいケースなどについて、支援策を伝えるな
ど前向きな対応を取ることができないか。

回
答

生活保護の相談があった場合、相談者の状況
を把握した上で、各種支援策の活用等につい
て助言を行うとともに、制度について十分な
説明を行い、保護申請の意思を確認している。
申請に至らない場合でも相談者の状況に応
じ、関係機関と連携して支援を行うほか、支
援に関する情報提供を行っている。

ひ
と
言

困窮して窓口に来る市民の声を丁寧に聞く
ことが肝要と考えます。

会派を構成しない議員

吉
よ し

田
だ

 晴
は る

信
の ぶ

地区防災計画の策定状況と
策定支援について問う！

質
問

地区防災力向上に向け、自主防災会が果た
す役割は非常に大きいと考える。現在、本
市では自主防災会に対し、地区防災計画の
策定を促しているが、策定状況について聞
きたい。また、策定に対する支援はどのよ
うに行っているのか。

回
答

現在 12 団体が策定しており、さらに令和５
年度末までに複数団体の策定を見込んでい
る。本市では、自主防災会が計画を策定す
る際、職員が地域に入り込み、ワークショッ
プ等を行いながら地域における防災上の課
題を一緒に考えるとともに、計画推進に向
けた補助制度による支援を行っている。

ひ
と
言

多くの自主防災会で地区防災計画が策定できる
ように私も協力し、アドバイスしていきます。

公明党議員会

石
い し

 野
の

　純
じゅん

 子
こ

こども食堂について問う！

質
問

子どもを取り巻く環境が複雑化、多様化する
中、さまざまな家庭環境にある子どもたちが
安心安全に過ごすことができる居場所とし
て、こども食堂が注目されている。ほかにも
地域交流の場などのさまざまな役割も考えら
れるが、こども食堂に対する所見を聞きたい。

回
答

こども食堂は、コミュニティーづくりや子
どもの貧困対策など、地域のさまざまな課
題解決に向けて、大きな役割を担っている
と認識している。本市としても関係団体等
と連携し、こども食堂の活動がさらに広が
り、地域の実情に寄り添った支援につなが
るよう取り組んでいく。

ひ
と
言

子どもの幸せを最優先に考える社会へ向け
て、施策を推進するべきです。

しぎかいひろば　No.37007



3 月  定例会のご案内
2月 27日(火) 本会議（初日）

3月

11日(月) 本会議（一般質問）
19日(火)  

教育経済建設常任委員会
12日(火) 本会議（一般質問）　 広報広聴常任委員会

13日(水)  本会議（一般質問） 21日(木) 予算審査特別委員会

14日(木)  本会議（一般質問予備日） 22日(金) 予算審査特別委員会

18日(月) 
総務企画防災常任委員会 25日(月) 予算審査特別委員会（予備日）
民生環境水道常任委員会 26日(火) 本会議（最終日）

令和５年 11 月 29 日に、議会運営委員の
変更がありました。

【議会運営委員】
　小林貴浩、金子裕美（新任）、
　末吉利啓、藤本秀樹、小沼光代

自民プラス

金
か ね

子
こ

 裕
ひ ろ

美
み

不登校の子どもの居場所を
増やそう！

質
問

児童館（こども館）は、児童福祉法に定めら
れた全ての子どもが利用できる施設である。
不登校の児童生徒が通える教育の場は、市内
に学校・家庭教育相談室の１か所しかないが、
居場所の一つとして児童館を周知し、学校と
協力体制を取ることが必要と考えるがどうか。

回
答

不登校の児童生徒が、居場所の一つとして
児童館を利用することは、人と接する機会
が増え、有意義であると考える。学校や家
庭に周知することで、学校・家庭教育相談
室に通室できない子どもたちが、家から出
るきっかけになることが期待できるため、
今後、関係各課との連携、協力に努めたい。

ひ
と
言

児童館の利用を学校の出席扱いにできるよう、
課題解決に向けて連携してほしいです。

会派を構成しない議員

尾
お

関
ぜ き

 栄
え い

子
こ

食料自給率を引き上げる
農業政策となるのか！

質
問

国の法改正により、市では 2025 年３月末
までに地域農業経営基盤強化促進計画を策
定することとなった。このことで農業者が
米、小麦、大豆のほか、トマトやアスパラ
など７品目のあしかが美人などをつくり、
食料自給率の引き上げにつながるのか。

回
答

同計画は、地域ごとに関係者が話し合いを行
い、地域農業の在り方や目標とする農地利用
の姿を示した地図等を取り決め、策定するも
のである。また、地域農業の発展や農地を維
持していく方法を地域で取り決めることを目
的としており、食料自給率の引き上げにつな
がる可能性もあると認識している。

ひ
と
言

食料自給率を高めるために、同計画で農業の
担い手を増やす政策を打ち出すべきです。

PICK UP

PICK UP

「議会を知ろう！～中学校出張ぎかい～」を実施しました！

委員会の動きについて

足利市の未来を担う子どもたちに地方議会や政治について興味を持ってもらうために、
中学校を訪問し議員自らが講師として議会のしくみや議員の役割を伝える「出前授業」を
実施してきました。令和５年度からワークショップ形式で足利市のまちづくりを考えて
もらう内容に変更し、新たに「議会を知ろう！
～中学校出張ぎかい～」として中学校７校で実施
しました。

「もしあなたが市長だったらどんなまちを目指し
ますか？」というテーマに対し中学生ならではの
考えや意見をたくさん伺うことができ、私たち議
員としても多くのことを学ぶことができました。

生徒の皆さんが考えた
まちづくりはコチラ

【実施スケジュール】

11月  1日　第二中学校
         9日　富田中学校
　　 10日　愛宕台中学校
　　 14日　西中学校
　　 21日　協和中学校
12月  7日　第一中学校
　　  8日　山辺中学校
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※紙面の都合上、主な活動のみを紹介しています。このほかにもさまざまな活動を行っています。

11日
10月

16日 20日

視察受け入れ
山梨県中央市

・移住定住の取り組みについて

● 全員協議会
● 広報広聴常任委員会
● 常任委員協議会 など

議員定数に関する
勉強会

視察受け入れ
新潟県見附市

・サイクルツーリズムについて

視察受け入れ
茨城県つくば市
・しぎかいひろばの
  リニューアルについて

議会改革推進協議会
理事会

本会議（一般質問）
● 教育経済建設
  常任委員会
● 広報広聴
　常任委員会

教育経済建設常任委員会視察
栃木県佐野市

・佐野市立あそ野学園義務教育学校について

足利しぎかいサロン

● 議会運営委員会
（招集告示）

● 各派幹事長会議
● 全員協議会
● 本会議（初日）

● 全員協議会
● 本会議（最終日）

● 総務企画防災常任委員会
● 民生環境水道常任委員会

● 足利市本庁舎等
   整備基本構想(案)
   に対する提言を
   市長に提出

● 全員協議会
● 議会改革推進
  協議会
● 広報広聴
  常任委員会
　　　　　　など

● 各派幹事長会議
● 公共施設建設・整備検討
　特別委員会理事会

8 日 17日 18日 20日 22日 27日 29日2 日

11月
15日 18日 22日 25日11-13日

12月

　

PICK UP

PICK UP

PICK UP

「足利しぎかいサロン」を実施しました！

9月定例会から12月定例会までの議会の動きをお知らせします！

委員会視察を行いました！

これまで、議会活動や市政に関する
情報をお伝えするとともに、市民の
皆さんの声をお聞きするため、各地
区の皆さんや市内の団体等を対象に
議会報告会・意見交換会を実施して
きました。令和５年度は新たな試み
として、子育てに関わりのある方々
を対象に、11 月 18 日（土）にオン
ラインによる議会報告会・意見交換
会を実施しました。

「足利市の子育て
 環境について」を

テーマに実施しました。

いただいた意見は
市長に提出しました。
議会としても今後の
政策立案や提言に
つなげていきます。

市長に提出した
報告書はコチラ

総務企画防災常任委員会 民生環境水道常任委員会 教育経済建設常任委員会
【長野県茅野市】

ＡＩ乗合オンデマン
ド交通「のらざあ」
について 

【岐阜県可児市】
消防団員確保の取組
について

【愛知県刈谷市】
高齢者支援の取組に
ついて　

【愛知県豊田市】
衛星画像とＡＩを
活用した漏水対策に
ついて

【愛知県岡崎市】
大 河 ド ラ マ を 契 機
と し た 観 光 振 興 に
ついて 

【愛知県瀬戸市】
小中一貫校について
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Vol.2
小学校（中学校）区から最低
一人を選出し、各小学校（中
学校）区ごとの１票の格差を
勘案し算出する考え方です。

議会費（本会議の運営やし
ぎかいひろばの発行に要す
る費用）のうち、議員定数
と議員報酬に焦点を当てて
算出する考え方です。

統計学に基づいて、人口や
面積により算出する考え方
です。

人口規模が同じような都市
や人口と産業構造が同じよ
うな都市と比較して算出す
る考え方です。

議員一人当たり、何人の足利
市民を代表しているのか算出
する考え方です。
議員一人当たりの足利市の人口は
5,938人となっており、市民一人
に対する議員数は県内で２番目に
少ない状況です。

議案の審査を行う常任委員
会に何人の委員が必要か算
出する考え方です。
委員が多すぎると意見が多
岐にわたって結論が出づら
くなる一方、委員が少なす
ぎると十分な議論を行うこ
とができないなどの問題が
あります。

足利市議会では、議長を除く全議員（23名）で構成する
「議会改革推進協議会」を設置し、議会改革に取り組んで
います。
前期第25期市議会では、計45回の会議を開催し、議員定
数について多くの議論を重ねてきました。現在の第26期
市議会においても、前期に引き続き、足利市議会におけ
る適正な議員定数に向けた検討を進めていきます。

前号及び今号の議員定数に関する特集記事の
作成にご協力いただいた廣瀬和彦先生を講師
にお招きし、令和５年11月27日に議員定数に
ついての勉強会を開催しました。
今後、議員定数の適正化について議論を進
めるに当たり、論点を整理し考え方を学ぶ
ため、全国的な地方議会議員の状況や他市
の例などについて具体的にご教授いただき
ました。

議員定数について  考えてみよう！
あしかがしぎかい
密 着 ！

前回の特集では「議員定数の考え方」について  紹介しました。
廣瀬先生は議員定数を考える上で、６つの具体的  な算出方法があると述べています。
今回は、その6つの例をご紹介します。

慶應義塾大学大学院法学研究科修士課程卒。
全国市議会議長会で法制・議事運営等の職務に
20年以上にわたり従事。
現在、地方議会の法制執務をサポートする会社
の代表や明治大学政治経済学部及び同公共政策
大学院の講師を務める。また、議会に関する著作
物も数多い。

前号に引き続きこのページは

廣瀬 和彦先生に
ご協力いただきました

目
的
を
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に
し
て
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を
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足利市議会ではこのように
検討を進めています！

議員定数に関する勉強会を開催しました！

市民の皆さまのご意見を議会活動の参考とするため、第 368 号（令和５年８月 1日発行）
で足利市議会に関する市民アンケートを実施しました。
いただいた回答の中には、議員定数についての意見もあり、市民の皆さんの関心の高
さを改めて感じました。今後はいただいた意見も参考にして、議員定数について検討
を進めていきます。貴重なご意見をお寄せいただき、ありがとうございました。

足利市議会に関する市民アンケートの結果をお知らせします！

小（中）学校区
方式

議会費固定化
方式

面積人口
方式

類似都市比較
方式

人口比例
方式

常任委員会数
方式

議員定数の考え方  の例を紹介します

▼議会改革推進協議会の様子

▲勉強会の様子

Vol.1はコチラ

様々な視点から、
本市の議員定数を
考えるよい機会と
なりました

詳しい結果は
コチラ
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こんなまちになったらいいな
～足利市の将来について～

第一中学校 の皆さんに聞きました

　今回ご紹介するのは第一中学校！
　土曜授業での地域ボランティア、生徒が創る行事「一中物語」等が
あり、生徒がモチベーション高く取り組みつつ、個性を尊重し合える
ような雰囲気の中で学んでいます。
　今回は前期生徒会・後期生徒会の９名の皆さんに「将来こんな
まちになったらいいな」という足利市への思いをお聞きしました。

ぎかいにとどけ
！

  わたしたちの
こえ

２年
久保さん

3年
塚原さん

学生でも気軽に行けるお店が増え、
活気的なまちになってほしいです！

3年
恩田さん

挨拶が出来れば、皆が仲良くなり
足利のまちが明るくなるからです。

「渡良瀬橋」の詞のような景色や自然を
大切にしていきたいからです。

3年
笠原さん

3年
小川さん

祖父母が買い物に行きたくても、
バス停が遠くて気軽に行けないからです。

２年
福地さん

子供が遊べる施設が
もう少し多い方が良いと思ったからです。

交通事故がなくなり、市民が安全に
運転できるまちにしたいからです。

1年
石花さん

3年
岩崎さん

eスポーツなど、新しい事に取り組み、
より良い社会を創りたいからです。

1年
鶴岡さん

道ばたや空き地によくごみが
落ちているからです。

足利のいい所をもっとみんなに
知ってもらいたいからです。
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表紙の題字は、市制100周年を記念して、当時の足利女子高校の生徒さんに揮ごういただいたものです。 12


